
令和 6 年度第 5 回 摂津市健康づくり推進協議会〈ご意見・ご質問と回答〉 

ご意見・ご質問 回答 

「心不全パンデミック」に関する啓発と対策を加えて欲しい。 

  

令和２年(2020 年）の日本の死因統計でも第２位 15.0%は心疾患で

あり、その 41%が心不全、33%が虚血性心疾患（心筋梗塞：

15％、その他の虚血性心疾患;18%）と心不全は心筋梗塞よりも死

因として多く、また、心不全の 5 年生存率は 50%に満たないもの

の直ぐに死に至る病ではなく増悪を繰り返して悪化し、フレイルの

原因として主要なものであり健康寿命の短縮につながる疾病であ

り、また、福祉介護の人的負担ならびに医療に関わる家族の負担、

医療費増加の問題も含み、2030 年までに 130 万人に増加が予測さ

れるなど、対策すべき重要な健康課題です。 

 心不全パンデミックというキーワードで再度、確認していただき、

健康寿命の延伸、健康格差の縮小達成のため、そして、介護に関わる

人材不足、独居老人の増加、両親の介護のための介護離職、等々の喫

緊の課題への対策としても、ぜひ考えていただければ幸いです。 

心不全パンデミックに関する啓発、対策の重要性についてご意見い

ただき感謝申し上げます。 

 

第３次計画の具体的な取組として、STOP・MI と合わせて心不全に

ついても啓発強化し、協議会の中で皆様にご意見いただきながら、

進捗管理をしていきたいと思います。 

 


